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本
文
中
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

な
お
、取
り
上
げ
た
用
語
の
横
に
線（
＊ 　
）

を
付
け
て
い
ま
す
。

◆
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
二
面
）

　

情
報（Inform

ation

）や
通
信（C

om
m
uni-

cation

）に
関
す
る
技
術（Technology

）の

略
称
で
す
。同
様
の
意
味
を
持
つ
語
と
し
て

日
本
で
は
Ｉ
Ｔ
が
よ
く
使
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
国
際
的
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
多
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

◆
ト
リ
ア
ー
ジ
（
二
面
）

　

災
害
時
な
ど
多
数
の
傷
病
者
が
い
る
と
き

に
、
緊
急
性
や
容
態
で
分
別
し
治
療
の
優
先

度
を
決
定
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
平
常

時
の
救
急
医
療
に
お
け
る
優
先
度
の
決
定
も

広
義
の
意
味
で
ト
リ
ア
ー
ジ
と
言
わ
れ
ま
す
。

◆
か
わ
さ
き
基
準
（
Ｋ
Ｉ
Ｓ
）（
三
面
）

　

自
立
支
援
の
理
念
に
基
づ
き
、
福
祉
製
品

や
そ
の
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
と
っ
て

最
適
な
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
で
、
市
独
自

の
基
準
で
す
。

◆
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
三
面
）

　

あ
る
感
染
症
が
世
界
的
に
大
流
行
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　各議会議員の選挙とは？
　川崎市議会のような、憲法に基づき地方公共団体に置かれた議事機関
である議会のほかに、地方公共団体の事務の一部を共同で処理するため
に設ける一部事務組合や、地方公共団体の事務の一部の広域的な連絡
調整を行い、総合的かつ計画的に対応するために設ける広域連合にも議
会が設置されています。
　一部事務組合などの議員の選挙方法はそれぞれの規約で定められて
いますが、その組合を構成する地方公共団体の議会の議員の中から構成
団体の議会での選挙により選ばれることが多くなっています。
　市は県などと共同で、一部事務組合として神奈川県内広域水道企業
団、神奈川県川崎競馬組合を、広域連合として神奈川県後期高齢者医療
広域連合を設けており、２１年第２回定例会で選挙を行ってこれらの議
会の議員を選出しました。（選出議員は８面を御覧ください。）
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市
長
選
へ
の
出
馬
表
明

　
　
　
市
長
が
八
年
の
任
期
で
や
り
残
し
た
と

考
え
る
こ
と
と
、
今
後
四
年
間
で
の
対
応
は
。

　
　
　

市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
徹
底
し
た
内

部
改
革
に
よ
る
健
全
な
行
財
政
基
盤
の
構
築
、

新
総
合
計
画
の
策
定
と
着
実
な
推
進
、
自
治
基

本
条
例
に
基
づ
く
市
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
を

市
政
運
営
の
三
本
柱
と
し
な
が
ら
「
音
楽
の
ま

ち
」「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」
な
ど
川
崎
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
努
め
、
一
定
の
成
果
が
得
ら

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

保
育
所
待
機
児
童
対
策
な
ど
社
会
状
況
の
変
化

に
よ
り
生
じ
た
課
題
や
、
縦
貫
高
速
鉄
道
を
含

め
た
市
内
縦
方
向
の
交
通
基
盤
の
整
備
な
ど
解

決
ま
で
に
多
大
な
時
間
を
要
す
る
課
題
も
あ

り
、引
き
続
き
重
点
的
な
対
応
に
努
め
て
い
く
。

　
田
島
養
護
学
校
の
再
編
整
備

　
　
　
施
設
の
狭
あ
い
化
解
消
と
専
門
的
な
教

育
支
援
を
求
め
る
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
が
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
。
学
校
再
編
と

施
設
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

　
　
　

南
部
地
域
唯
一
の
特
別
支
援
学
校
と
し

て
対
象
児
童
生
徒
の
増
加
や
知
肢
併
置
特
別
支

援
学
校
へ
の
転
換
の
必
要
性
も
考
慮
し
、
小
中

学
部
を
東
桜
本
小
学
校
跡
地
へ
移
転
、
高
等
部

と
分
離
す
る
。
既
存
建
物
の
有
効
活
用
を
図
り

な
が
ら
、
耐
震
強
度
の
確
保
や
機
能
の
充
実
な

ど
安
全
で
快
適
な
教
育
環
境
確
保
の
た
め
の
施

設
改
修
を
実
施
す
る
が
、
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
保
護
者
や
地
域
の
方
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
基
本
構
想
を
ま
と
め
、
二
十
二
年
度
以
降

の
設
計
・
工
事
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
緊
急
経
済
対
策
　

　
　
　
中
小
企
業
へ
の
融
資
制
度
の
拡
充
は
。

　
　
　

二
十
一
年
度
の
制
度
改
正
で
、
地
域
金

融
機
関
を
中
心
に
市
産
業
振
興
財
団
な
ど
が
連

携
し
て
再
生
事
業
計
画
の
実
施
を
支
援
す
る
事

業
再
生
支
援
資
金
と
、
か
わ
さ
き
基
準
（
Ｋ
Ｉ

Ｓ
）
に
基
づ
く
福
祉
製
品
の
製
造
業
者
を
支
援

す
る
福
祉
製
品
開
発
支
援
資
金
を
新
た
に
創
設

し
た
。
ま
た
緊
急
保
証
の
認
定
を
受
け
た
場
合

の
経
営
安
定
資
金
の
融
資
利
率
を
年
1
・
8
％

以
内
と
し
、
信
用
保
証
料
の
半
額
を
補
助
す
る

措
置
を
二
十
二
年
三
月
末
ま
で
延
長
し
た
ほ
か
、

振
興
資
金
と
小
規
模
事
業
資
金
の
利
率
の
引
き

下
げ
や
、
産
業
立
地
促
進
資
金
に
運
転
資
金
を

加
え
る
な
ど
制
度
の
拡
充
を
図
っ
た
。

　
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

　
　
　
（
仮
称
）道
路
公
園
事
務
所
と（
仮
称
）都

市
基
盤
整
備
事
務
所
の
役
割
分
担
は
。

　
　
　

二
十
二
年
四
月
に
、
道
路
や
公
園
な
ど

身
近
な
都
市
施
設
を
総
合
的
に
維
持
管
理
す
る

た
め
、
区
役
所
建
設
セ
ン
タ
ー
と
環
境
局
公
園

事
務
所
、
区
役
所
地
域
振
興
課
の
自
転
車
撤
去

対
策
機
能
を
統
合
し
た（
仮
称
）道
路
公
園
事
務

所
を
各
区
役
所
に
整
備
す
る
。ま
た
各
区
の
建

設
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
い
た
都
市
計
画
道
路
や

橋
り
ょ
う
整
備
な
ど
の
大
規
模
な
都
市
施
設
建

設
事
業
を
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に
進
め
る
た

め
、
中
原
区
と
麻
生
区
の
二
カ
所
に
機
能
を
集

約
し
、
建
設
局
の
組
織
と
し
て（
仮
称
）都
市
基

盤
整
備
事
務
所
を
整
備
す
る
。

　
区
役
所
庁
舎
の
整
備

　
　
　
耐
震
対
策
な
ど
の
必
要
か
ら
地
域
の
拠

点
施
設
で
あ
る
区
役
所
の
再
整
備
を
行
う
際
、

敷
地
を
有
効
活
用
す
る
た
め
複
数
の
施
設
や
機

能
の
合
築
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
利
用
形
態
が
異
な

る
こ
と
に
よ
る
施
設
管
理
の
複
雑
化
な
ど
の
課

題
も
あ
り
、
各
区
の
実
情
を
踏
ま
え
て
最
善
な

手
法
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
入
札
制
度

　
　
　
市
工
事
請
負
契
約
に
係
る
最
低
制
限
価

格
取
扱
要
綱
の
改
正
内
容
と
影
響
は
。

　
　
　

二
十
一
年
四
月
に
国
土
交
通
省
の
基
準

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
最
低
制
限
価
格

の
算
出
式
の
う
ち
現
場
管
理
費
へ
の
掛
け
率
を

60
％
か
ら
70
％
に
、
最
低
制
限
価
格
の
上
限
を

予
定
価
格
の
85
％
か
ら
90
％
に
改
正
し
た
。
影

響
は
工
事
案
件
ご
と
に
異
な
る
が
、
最
低
制
限

価
格
が
2
％
か
ら
5
％
程
度
上
昇
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
地
球
温
暖
化
対
策

　
　
　
（
仮
称
）地
球
温
暖
化
対
策
条
例
の
制
定

に
向
け
て
、
環
境
審
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
答

申
の
特
徴
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　

答
申
の
特
徴
は
事
業
活
動
に
お
け
る
地

球
温
暖
化
対
策
計
画
書
・
報
告
書
制
度
の
創
設
、

優
れ
た
環
境
技
術
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
有

す
る
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
国
際
貢
献
の
推

進
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の

支
援
、
大
規
模
事
業
を
行
う
事
業
者
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
検
討
を
求
め
る
制
度
の

創
設
な
ど
で
あ
る
。
二
十
一
年
七
月
に
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
環
境
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

し
て
市
民
や
事
業
者
の
意
見
を
聞
き
、
年
内
に

は
条
例
案
を
提
出
し
た
い
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　
　
　
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
確
保
に
つ
い
て
、
県

と
の
協
議
内
容
と
市
内
の
備
蓄
状
況
は
。

　
　
　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
に
は
、
県
が
備
蓄
し

て
い
る
薬
が
卸
売
販
売
業
者
を
通
し
て
治
療
に

当
た
る
本
市
の
医
療
機
関
に
優
先
的
に
配
分
さ

れ
る
こ
と
が
県
の
行
動
計
画
で
定
め
ら
れ
て
い

る
。
県
は
国
の
方
針
に
即
し
、
県
民
の
45
％
に

相
当
す
る
量
を
目
標
に
備
蓄
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
市
独
自
に
五
千
人
分
を
健
康
安
全
室
で
管

理
し
て
い
る
ほ
か
、
川
崎
病
院
な
ど
発
熱
外
来

を
設
置
し
て
い
る
市
内
の
六
医
療
機
関
で
も
備

蓄
し
て
い
る
。

　
水
道
料
金
制
度
の
見
直
し

　
　
　
料
金
値
下
げ
が
今
後
の
水
道
事
業
に
禍

根
を
残
さ
な
い
か
が
懸
念
さ
れ
る
。
三
年
間
の

期
限
付
き
で
値
下
げ
を
敢
行
す
る
根
拠
は
。

　
　
　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
を
将
来
に
わ
た
り

安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
資
金
的

余
裕
が
あ
る
こ
と
か
ら
行
う
。
二
十
一
年
度
末

ま
で
の
行
財
政
改
革
効
果
と
い
う
限
ら
れ
た
財

源
に
よ
り
行
う
こ
と
か
ら
、
料
金
算
定
期
間
で

あ
る
三
年
に
合
わ
せ
期
限
付
き
と
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
施
策
、
自
転
車
等
駐
車

場
利
用
者
の
適
正
な
負
担
の
あ
り
方
検
討
会
議
、

教
育
振
興
基
本
計
画
、
新
川
崎
地
区
整
備
計
画

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　
　
政
令
市
で
最
初
に
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

市
宣
言
を
行
っ
た
市
の
市
長
と
し
て
、
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
が
見
解
は
。

　
　
　

真
の
恒
久
平
和
と
安
全
を
実
現
す
る
こ

と
は
人
類
共
通
の
願
い
で
あ
る
と
の
認
識
の

下
、
市
は
昭
和
五
十
七
年
に
核
兵
器
廃
絶
平
和

都
市
宣
言
を
行
い
、
平
和
推
進
事
業
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
宣
言
に
基
づ
き
諸

外
国
が
核
実
験
を
行
う
都
度
抗
議
の
意
を
表

し
、
二
十
一
年
五
月
に
北
朝
鮮
が
行
っ
た
核
実

験
に
対
し
て
も
抗
議
声
明
を
発
表
し
た
。
今
後

も
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
な
ど
と
連
携

し
核
兵
器
の
廃
絶
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
商
店
街
へ
の
支
援

　
　
　
商
店
街
街
路
灯
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
は

重
要
で
あ
り
、
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
街
路
灯
の
推

進
と
補
助
の
引
き
上
げ
を
行
う
べ
き
で
は
。

　
　
　

商
店
街
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
含
め
た

街
路
灯
設
置
の
助
成
は
、
街
路
灯
一
基
当
た
り

事
業
費
の
上
限
を
二
十
五
万
円
と
し
て
、
補
助

率
25
％
以
内
、
補
助
額
上
限
六
万
二
千
五
百
円

を
助
成
し
て
い
る
。
市
内
で
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

の
街
路
灯
を
導
入
し
た
実
績
は
な
い
が
、
今
後

商
店
街
の
街
路
灯
へ
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
地
域
商
店
街
活
性
化
法
の
立
法
化
な
ど
が

審
議
さ
れ
て
お
り
動
向
を
注
視
し
た
い
。

　
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

　
公
立
保
育
園
の
運
営

　
　
　
指
定
管
理
さ
れ
た
園
で
の
職
員
の
定
着

率
の
低
さ
は
問
題
で
あ
る
。
仕
様
書
の
水
準
の

保
育
を
行
う
た
め
に
は
保
育
士
の
待
遇
に
も
踏

み
込
ん
だ
改
善
が
必
要
で
は
。

　
　
　

保
育
所
の
建
て
替
え
に
よ
る
民
営
化
の

場
合
は
定
員
や
利
用
人
員
に
応
じ
て
国
が
定
め

る
運
営
費
の
ほ
か
市
独
自
の
補
助
金
な
ど
を
支

弁
し
て
お
り
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
運
営

に
も
同
程
度
の
運
営
費
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
運
営
費
が
人
件
費
比
率
な
ど
を
含
め

適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
適
宜
運
営
状
況
の

把
握
な
ど
を
行
い
、
よ
り
安
定
し
た
運
営
の
確

保
に
向
け
指
導
し
て
い
き
た
い
。

　
中
学
校
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
十
七
年
の
開
始
以
降
喫
食
率
が
下
が
っ

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
食
と
健
康
の

実
態
は
深
刻
で
あ
り
、
教
育
の
一
環
と
し
て
中

学
校
給
食
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

市
の
中
学
校
の
昼
食
は
、
中
学
生
の
発

達
段
階
の
特
徴
か
ら
個
人
の
食
事
量
な
ど
に
違

い
が
あ
る
こ
と
、
一
律
に
与
え
ら
れ
た
食
事
で

は
な
く
自
ら
の
食
べ
る
も
の
は
自
ら
選
択
で
き

る
力
を
養
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

親
子
の
き
ず
な
を
深
め
る
点
か
ら
も
家
庭
か
ら

の
弁
当
を
基
本
と
し
て
い
る
。し
か
し
や
む
を

得
ず
家
庭
か
ら
弁
当
を
持
っ
て
来
ら
れ
な
い
生

徒
の
た
め
に
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て

い
る
。今
回
メ
ニ
ュ
ー
と
価
格
を
大
幅
に
見
直

し
、
食
育
の
観
点
か
ら
カ
ロ
リ
ー
表
示
を
行
う

な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
介
護
保
険
制
度

　
　
　
二
十
一
年
四
月
か
ら
開
始
し
た
新
し
い

要
介
護
認
定
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
の
実
態
を

反
映
し
な
い
軽
度
の
認
定
が
各
地
で
頻
繁
に
出

て
い
る
。
市
で
は
一
次
判
定
の
結
果
を
介
護
認

定
審
査
会
の
二
次
判
定
で
変
更
し
た
率
が
二
十

年
度
は
29
・
6
％
だ
っ
た
が
、
変
更
率
は
変
化

し
た
の
か
。
見
解
は
。

　
　
　

二
十
一
年
四
月
・
五
月
に
お
け
る
一
次

判
定
か
ら
二
次
判
定
へ
の
変
更
率
は
全
市
平
均

で
27
・
4
％
で
あ
る
。
新
た
な
認
定
方
法
か
ら

二
カ
月
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
今
後
の
認

定
状
況
を
見
て
い
き
た
い
。

　
公
共
工
事
の
入
札

　
　
　
二
十
一
年
度
か
ら
予
定
価
格
を
事
前
公

表
す
る
も
の
と
事
後
公
表
す
る
も
の
と
半
々
に

な
っ
た
が
、
事
後
公
表
と
し
た
入
札
の
開
札
状

況
を
見
る
と
予
定
価
格
を
上
回
っ
て
の
入
札
が

多
い
。
市
の
設
計
見
積
も
り
が
実
勢
価
格
を
下

回
っ
て
い
る
の
で
は
。

　
　
　

市
の
設
計
見
積
も
り
は
国
の
積
算
基
準

に
基
づ
き
、
市
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
労
務
単

価
と
資
材
単
価
で
積
算
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

基
準
や
単
価
は
実
勢
価
格
を
反
映
さ
せ
る
よ
う

適
宜
改
訂
し
て
お
り
、
市
の
設
計
価
格
は
実
態

に
即
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
雇
用
問
題
、
中
小
企
業
へ
の
支

援
策
、
多
摩
区
子
育
て
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
、
水

道
事
業
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。


